








　多くの辞書では「NP1［乗物］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語」構文と「NP1［道］表示語＋





On Vehicle or Path take Someone Somewhere Construction
Yoshikazu OKA
〈Keywords〉
　take, central sense, extended sense, metonymy
〈Abstract〉
　In this paper, I will attempt to account for the relationship between take in vehicle or path take 
someone somewhere construction and more basic sense of take. I will argue that take in someone 
take vehicle construction is central and that each of the other senses of take in vehicle take someone 
somewhere construction and path take someone somewhere construction can be seen as a minimal 
variation either of the central sense or of another sense in the network of take which will be dealt 
with in this paper. It is not arbitrary how the same word take is used in these senses. There are 
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はじめに
　英語動詞 take には、「［乗物］表示語」や「［道］表示語」を含む表現がある。本論では、He took 
a bus to the station. と The bus took him to the station. また、He took the way to the station. と





（1）take：v. † 1（（late OE））−（（c1400））触れる。2（（?a. 1160 Peterb. Chron. an. 1135））（あ
る行動を）する、おこなう。3（（?a. 1160 Peterb. Chron. an. 1140））捕える。4（（?a. 1160 
Peterb. Chron. an. 1140））（物を）持っていく、（人などを）連れて行く。5（（?c. 1200 
Ormulum））取る、つかむ、握る。6（（1605 B. Jonson））魅する。  
 ─　寺澤（編）（1999: 1400）（下線筆者）
　また、以下（2）の英和辞典にも語源が記されている。
（2）take〔初 12c 以前；古ノルド語 take（触れる、つかむ、捕える）〕 
 ─『ジーニアス英和大辞典』（s.v. take）（下線筆者）
さらに、以下（3）には、take の「中心義」が示されている。
（3）take 中心義 A を自分の領域に入れる（A は具体的な「人」や「物」に限らず、「時間」「労
力」「事柄」など多様） 
 ─『オーレックス英和辞典』（s.v. take）（下線筆者）
　以上の辞書の記載に基づき、He took a bus to the station. や He took the way to the station. など










　　（1）a．He took a toy bus.
　　　　　 （彼はおもちゃのバスを手に摑み取った。）










　　（3）a．I will ride a bicycle.
　　　　b．＊I will take a bicycle.
　しかし以下（4）のような事例については上記（3）と矛盾するように思われる可能性がある。
　　（4）〈状況〉：借りた自転車で不思議な館に向かう。
　　　　Then I took the bicycle and rode off.
　　　　（そして私は自転車を摑んで乗って行った。）
─ S. Hill（1983: 25）（下線・和訳筆者）
　上記（4）においては、動作主は自転車を「摑み」そして自転車に「乗ってそこを離れた」事象が














　　（6）a．～an elevator to the 10th floor
　　　　　 （10 階までエレベーターで行く）
　　　　b．～a subway to school
　　　　　 （地下鉄で学校に通う）
　　　　c．I took the wrong bus.
　　　　　（バスを間違えてしまった）
　　　　d．She took a train to Boston.
　　　　　（彼女は列車でボストンへ行った）








3.1. 「NP1［人］表示語＋ take ＋ NP2［道］表示語」構文
　道自体には物理的三次元空間を認めることは不可能である。しかしながら、この構文にも「乗物」
と同様に、「道」における拡張的三次元空間を NP1 の指示物が「摑」む概念が存在することを示す。
　ある英和辞典には「NP1［人］表示語＋ take ＋ NP2［道］表示語」構文について以下（1）の記載
がある。
　　（1）〈人が〉〈道など〉を取って進む




─ 『ジーニアス英和大辞典』（s.v. take 4b）（下線筆者）
　上記（1）が記載された辞典には日本語訳において「進む」「曲がる」という「移動」概念表示語が
用いられている。しかし、take に「移動」概念の存在を認めることには問題があることを改めて以
下で論じる。上記（1）における take は以下（2）の take と同じ概念を包含していると考えられる。






　　（3）a．They took the path along the top of the cliffs.
　　　　　 （彼らは崖の頂上に沿った小道を取った。）
─ Naylor（1999: 51）（下線・和訳筆者）




　　　　c．I took a road that went along a narrow valley, and then up onto the moor again.
　　　　　 （私は狭い谷に沿いそしてやがて荒野に再びつながる道を取った。）
─ Buchan（2000: 25）（下線・和訳筆者）
　　　　d．He drove around for hours again and then finally he took the road for Brighton and 












　　（1）We met in the street and he didn’t even nod.
　　　　（道で会っても会釈もしないなんて失礼な奴だ。）
─『新和英大辞典』（s.v. みち【道】）（下線筆者）













以上の考察から「NP1［人］表示語＋ take ＋ NP2［道］表示語」構文においても「人」が「道」内部
の空間を取ることが分かる。
4. 「NP1［乗物］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語」構文
　まず、上記見出しの構文をとる take について下記（1）の記載を見ることにする。
　　（1）Ⅱ［ 持って行く］《◆自動詞 go に対応し、take の主語が話し手および聞き手の所から他の
場所に「持って［連れて］行く」の意》。（⇔ bring）
　　　　6b〈乗り物が〉〈人〉を〔…へ〕連れて行く；〈道が〉〈人〉を〔…へ〕導く（lead）
　　　　　This bus ［road］ takes you to the city.
　　　　　（このバスに乗れば［道を行けば］その町に行ける。）
　　　　　《to…（行先）が示されなければ不可》
─ 『ジーニアス英和大辞典』（s.v. take Ⅱ 6b）（下線筆者）










　　（2）a．This bus takes you to the city.






　上記（2a）の構造は「NP1［（三次元空間を持つ）乗物］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語＋ to ＋
NP3［場所］表示語」であり、This bus takes you は「バスがその物理的三次元空間の内部に you の
指示物を『摑み取る』」ことを表示している。このタイプの 1 つが以下（4）である。
　　（4）take on ─［他］ ［～ on O / ～ O on］（1）〈乗り物（に乗っている人）が〉〈人・物〉を乗せ
る。（2）〈人〉を雇う（employ）；〈生徒など〉をとる。（3）〈仕事など〉を引き受ける；〈責任〉
を負う。




　　（5）The bus stopped and took on several passengers.
　　　　（バスが停車し、数人の乗客を乗せた）














5. 「NP1［道］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語」構文
　セクション 4 の（2b）に類する表現は以下（1a-b）にも見られる。
　　（1）a．a road that takes you to Kyoto Station
　　　　　 （京都駅にぶつかる道）




おいて to の省略が可能であることには、road に関する一般的知識に到達点が包含されていることが
示されている。
　　（2）the road to Boston=the Boston road
　　　　（ボストンへの道［街道］）
─『新英和大辞典』（s.v. road 1 a）（下線筆者）
　そこで road に関する以下（3）の記載を見る。
　　（3）a wide way leading from one place to another, especially one with a specially prepared 










　セクション 3.2 での検討に基づき、セクション 4 の（2b）（下記（4）として再掲）に見られる「NP1
［道］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語」の部分は「道がその三次元空間内部に人を摑み取る」とい
う概念を表示していると考えることができる。











　　（1）He took a bus in front of the bookshop.
　　（2）He took a bus to the station. 
　　（3）The bus took on him.
　　（4）The bus took him to the station.
　　（5）He took the way.
　　（6）He took the way to the station.
　　（7）The way took him to the station.





　本論では多様な意味や用法を持つ英語動詞 take について、「NP1［人］表示語 +take+ NP2［乗物］
表示語」、「NP1［人］表示語 +take+NP2［道］表示語」、および NP1 と NP2 がそれぞれ入れ替わる「NP1
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